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どちらでもよい
鑑定を依頼された性犯罪の内容を検討してみると，売
春防止法が施行される前と施行されてからとでは性犯罪
の様相が大きく変わってきている。施行以前は単独の犯
行がほとんどを占めていたが，施行後は多人数による犯
行(いわゆる輪姦)が圧倒的に多数を占めている。その
原因については，かつて犯罪学的に考察を試みたことも
あったが，明確な結論は得られなかった。しかしながら
おそらく観念的な性の開放と少年非行の増加，さらには
非行の集団化などが大きく影響しているのではあるまい
か。一般にザル法と称されてはいるが，売春防止法施行
後にこのような傾向がみられたことは大変な皮肉であ
る。ところで，年々性犯罪は全国的に増加の傾向にある
が，千葉県においても売防法施行後は急激に増加し，し
たがって依頼される鑑定の数も大幅に増加して，精液検
査は血痕検査と同じように法医学の実際上重要な位置を
占めているのである。そんな数ある鑑定例の中には鑑定
人としての権威を賭して検討した興味ある例もいくつか
あるので，今回はそうした例の一つを紹介したい。
事件そのものはありきたりの単純な事件である。ある
未婚の女性が兄の友人に強姦されたというのである。調
べてみると被疑者もその事実を認めており，当初はきわ
めて簡単な事件と考え，型のように精液の検査を行なっ
たのである。さて，その女性が当時身に着けていた下着
を検査してみると明らかに多量の精液が付着していたの
であるが，その精液の血液型と被疑者の血液型は違うの
である。
精液の血液型は S式血液型といって分泌型か非分泌型
かを検査するのであるが，これは唾液や精液のような分
泌液の中に ABO式血液型の基になる抗原が分泌され
ているか，いないかを調べるのである。分泌されている
人は S型，分泌されていない人は s型と区別するのであ
るが，実際の強姦例の場合には精液の中に被害者の腫内
容も混じっているので，検査の結果あらわれてくる血液
型は精液と腫内容(腫の分泌液)との混合物の血液型と
なるわけである。精液のみの血液型を推定するにはこの
混合物の血液型から被害者の血液型を引き算して決める
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わけである。
この例においては被害者の血液型は BS型で， 下着
の精液斑の血液型は ABS型であったので，精液のみの
血液型は ABS型-BS型=AS型と考えられたのであ
った。ところが，被疑者の血液型はなんと OS型であ
ったのである。 BS型と OS型とが混合すればその混
合物の血液型は BS型でなければならないから，下着
の精液斑の血液型が ABS型ということは理屈に合わ
ないわけで、ある。こんな馬鹿なことがと思いながら幾度
検査しでも検査成績は ABS型であった。「だが待て
よ，下着が汚れていれば往々にして ABS型になること
があるから」と考えてアルコールやアセトンであらかじ
め汚れを除いておいて検査してみたが，それでもやはり 
ABS型の成績であった。そんなわけで検査の方法には
間違いはないかと悩みに悩んだ末，事情を説明しでもう
一度強姦当時の事情を詳しく調べるよう警察に依頼し
た。その間，返事のくるのが待ち遠しかったことは今さ
らいうまでもない。鑑定人としての能力の試験をされて
いるようなものであるから，ただただ、警察からの返事に
期待をかけていたので、あった。 
2，3日たってやっと返事がきた。「実はあの下着は私
のではありません」という被害者の返事なのである。
「私のはあまり汚れていたので，入浴後洗濯物の中に混
じっていた母の物を借りたのです」という。私はその時
アッこれだと思った。母親の下着であれば父親の精液が
付着していても不思議ではない。早速両親の唾液を採取
して貰い検査した。ところが， 母親は OS型，父親は 
BS型であった。 どこにも A型という因子はみあたら
ない。折角つかんだと思った解決の緒口も無残に消え去
ったわけで、ある。
なぜ ABS型になるのか解決しないままさらに 4，5 
日経過した。そんな時，再び警察から連絡があり，母親
には父親以外の情夫がいるということであった。 さて
はと勇気百倍して早速事情を話してその情夫なる人から
唾液を貰い，検査してみると，ありがたいことにはその
人の血液型は AS型であった。 この時の有難かったこ
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とは今でも忘れることができない。やっと A型の因子が
みつかったのだ。これでよかったと思ったが，それでは
問題となっている強姦事件の精液は，あらかじめその前
に付着していた情夫の精液の上に偶然にも重なって付着
していたに違いないと考えて，これをなんとか分離して
検査できる方法はないものかと，今度は二重に付着して
いることを実証しようと試みたわけである。ガーゼを湿
らせてこれで斑痕の上を軽く圧迫して，斑痕の表面の部
分のみをガーゼに移行させて検査してみると，なんとこ
の部分からは明らかに BS型という成績を得た。これで
やっと期待する成績が得られたわけで，偶然とは恐し
いものだと思ったのである。
ところが，それから 10日ほどたったころ，事件の口
述調書を作っている段階で被害者がこんなことをい U
出したのである。「その日入浴してから恋人に会い肉
体関係を結びました。強姦されたのはその帰り道だった
んです…Jと。その恋人は自衛隊員であった。早速照会
してみると当人は AS型であった。実際にその下着に
付着していた AS型の精液は一体誰のものだったのだろ
うか。私としては事件に関係のないA型の因子があった
のだということさえ判ればその AS型の精液‘はどちら
でもよいのである。まるで笑い話のようなことであった
が，私どもはこんな経験をつんで、，一つこつとあらゆる
可能性を消去しながら日常の鑑定を行なっているのであ
る。
